
    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

           

 

                   

        

東
側
地
区
の
「皇
居
東
御
苑
」 

一
般
公
開
か
ら
四
十
九
年 

総
面
積
１１５
万
㎡
、
お
よ
そ
35

万

坪
あ
ま
り
の
広
大
な
緑
を
残
す
皇

居
は
、
徳
川
幕
府
の
居
城
「
江
戸

城
」
で
あ
っ
た
。
お
堀
で
囲
ま
れ

た
皇
居
に
は
、
二
重
橋
の
そ
ば
に

あ
る
皇
居
正
門
を
始
め
、
桔
梗

門
、
半
蔵
門
、
乾
門
、
北
桔
梗

門
、
平
川
門
、
大
手
門
、
坂
下
門

の
８
つ
の
門
が
あ
る
。 

               

        

皇
居
は
乾
門
通
り
を
境
に
、
東

側
地
区
と
西
側
地
区
に
分
か
れ

る
。 東

側
地
区
に
は
旧
江
戸
城
の
本

丸
と
二
の
丸
・
三
の
丸
が
あ
り
現

在
、
公
用
部
分
を
除
い
て
、
旧
本

丸
、
天
守
閣
跡
な
ど
が
１
９
６
８

年(

昭
和
43
年)

か
ら
皇
居
東
御
苑

と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い

る
。 最

初
に
私
た
ち
は
、
三
の
丸
尚

蔵
館
を
見
学
。
館
内
に
は
昭
和
天

皇
か
ら
国
に
寄
贈
さ
れ
た
美
術
工

芸
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

            

  

西
側
地
区
の
「吹
上
御
所
」な
ど  

事
前
参
観
予
約
が
必
要 

西
側
地
区
は
吹
上
御
苑
と
旧
西

の
丸
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
お
住
ま
い

の
御
所
、
諸
儀
式
を
行
う
宮
殿
や

宮
内
庁
の
庁
舎
な
ど
が
あ
る
。 

皇
居
一
般
参
観
の
出
入
口
は
桔

梗
門
だ
。
入
城
し
て
す
ぐ
、
参
観

者
の
参
観
開
始
時
間
ま
で
の
休
所

に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
窓
明
館

だ
。
私
た
ち
は
係
員
の
案
内
で
、

窓
明
館
を
１３
時
40
分
に
出
発
。

す
ぐ
左
手
の
石
垣
を
見
る
と
大
名

の
紋
を
刻
ん
だ
石
が
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
見
受
け
ら
れ
、
武
士
の
魂
を
感

じ
ら
れ
て
興
味
深
い
。 

ゆ
る
や
か
な
坂
を
上
り
、
左
に

進
む
と
石
垣
の
上
に
そ
び
え
立
つ

三
重
の
富
士
見
櫓
が
見
え
て
く
る
。 

 

さ
ら
に
進
む
と
、
正
面
に
は
昭

和
１０
年(

１
９
３
５
年)

に
建
築
さ

れ
た
宮
内
庁
庁
舎
が
建
つ
。
左
手

に
坂
下
門
を
見
な
が
ら
塔
の
坂
を

上
る
と
宮
殿
が
見
え
て
来
る
。 

一
般
参
賀
は
「長
和
殿
」 

で 

ゆ
る
や
か
な
勾
配
の
屋
根
が
特

徴
の
宮
殿
は
、
日
本
建
築
の
伝
統

を
重
ん
じ
た
建
物
だ
。
延
べ
面
積

は
お
よ
そ
２
３
，
０
０
０
㎡
。
正
殿
・

豊
明
殿
・
長
和
殿
な
ど
、
７
つ
の
棟

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

宮
殿
東
庭
に
面
し
た
長
和
殿
は
、

新
年(

１
月
２
日)

と
天
皇
誕
生
日 

               

(

１２
月
２３
日)

に
、
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
を
は
じ
め
と
し
た
皇
族
方
が
、

国
民
の
祝
賀
を
お
受
け
す
る
一
般

参
賀
の
会
場
に
も
な
っ
て
い
る
。 

長
和
殿
の
次
は
、
正
門
鉄
橋
（
二

重
橋
）
だ
。
橋
を
渡
り
右
手
を
ふ
り

返
る
と
、
伏
見
櫓
が
見
え
る
。 

 

こ
の
櫓
は
京
都
伏
見
城
の
櫓
を

移
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
折
り

返
し
て
、
北
車
寄
せ
へ
と
向
か
う
。 

宮
殿
の
豊
明
殿
・
連
翠
を
左
手
に

見
て
山
下
通
り
へ
。
こ
の
あ
た
り

は
皇
居
の
な
か
で
も
静
寂
で
、
緑

の
森
が
多
く
、
四
季
折
々
の
美
し

い
景
観
が
よ
く
保
全
さ
れ
て
い
る
。 

ま
さ
に
皇
居
は
、
大
都
会
東
京

の
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
存
在
だ
。 

山
下
通
り
を
通
過
し
、
一
般
参

 

季
節
は
す
で
に
晩
秋
。
史
跡
ク
ラ
ブ
11
月
の
「
史
跡
め
ぐ
り
」
は
皇

居
だ
。
21
日(

火)

、
い
つ
も
の
よ
う
に
大
宮
駅
集
合
で
、
メ
ン
バ
ー
６

人
が
集
ま
っ
た
。
事
前
申
し
込
み
し
た
、
皇
居
一
般
参
観
は
幸
運
に
も

当
選
し
た
。
当
日
は
”
小
春
日
和
”
の
暖
か
な
日
差
し
の
も
と
、
先
ず

東
御
苑
を
見
学
し
た
後
、
大
手
町
界
隈
で
昼
食
。
午
後
の
皇
居
一
般
参

観
で
は
五
百
人
超
の
人
々
に
混
じ
り
、
係
員
の
解
説
で
楽
し
く
皇
居
を

め
ぐ
っ
た
。 
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～ 江戸時代 と 現代 が 交錯する ～ 

大
都
会 

東
京 

の 

オ
ア
シ
ス 

東御苑 と 

参観コース 

参加されたメンバーのみなさん、お疲れさまでした。 次回は来年、１／22(月)の新年会でお会いしましょう！ 

鉄橋(二重橋)から望む 伏見櫓 



観
は
終
了
す
る
。
参
観
コ
ー
ス
は

お
よ
そ
２
㎞
、
１
時
間
余
り
だ
。 


